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日頃より公立小浜温泉病院の皆様には、大変

お世話になっております。

私は南島原市加津佐町で歯科医院を開設してお

ります立川安彦と申します。

公立小浜温泉病院に入院されている患者様へ

週に１回歯科訪問診療を行い始めてから約19年

が経ちます。当初から医科歯科連携、多職種連

携と口腔ケアの向上、食形態の向上を目的とし

てお伺いさせていただいております。

口腔ケアに関してはスタッフの方々のご努力も

あり、当初と比べると大変向上してるように思

われます。また、医科歯科連携につきましては、

最後にさだまさしさんの歌で「風に立つライオン」というのがありますが、

これは長崎大学の医師がアフリカで医療に携わったことを基にした歌なのですが、

風に立つライオンにはなれませんが、せめて風に立つ野ネズミくらいにはなりたい

なと日頃より思っております。今後ともよろしくお願いいたします。

2026年保険改訂により、ようやく点数が張り付くようになりました。

これを機にますます医科歯科連携が進むことを願うばかりです。

公立小浜温泉病院で拝見した患者様が居宅、施設、他の医療機関に転院になる際には、

歯科医師会のネットワークを通じて歯科医師を派遣することにより歯科治療や口腔ケ

アの中断することなく引継ぎを行っております。

また、嚥下訓練等で居宅や施設等への転院でうまく引継ぎができないことなどありま

したら、ご一報くだされば、嚥下訓練のできる歯科医師を派遣いたします。

公立小浜温泉病院がこれからも地域医療の中核病院としてますますご活躍されること

を願っております。
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心リハ再開しました。

「ぬくもりのある医療」を

合言葉に

院長 井手 孝
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小浜の季節を代表する光景、道路脇のジャカランダの樹木はこの酷暑で、日頃より早く紫色の可憐な

花が咲き、見ごろを迎えました。

この小浜町がある雲仙・南島原地域の医療を取り巻く環境は、深刻化する少子高齢化と人口減少は年々

厳しさを増しています。高齢の方の増加に伴い、慢性疾患や生活習慣病、認知症、終末期医療へのニーズ

は高まる一方で、働き手人口の減少により、医師・看護師をはじめとする医療職の確保は全国的な課題と

なっています。当院も例外ではなく、限られた人員と財源の中で、いかに安全で質の高い医療を継続でき

るかが、大きなテーマとなっています。

こうした状況の中、当院は急性期から回復期、在宅につなぐ地域包括ケアまで、切れ目のない医療提供

体制を維持することを使命としています。救急医療や入院医療を担うと同時に、地域の診療所や介護・福

祉施設と連携し、患者さんが住み慣れた地域でその人らしい暮らしを続けられるよう支えることが、これ

からの地域医療に求められる役割です。当院が「地域の中核病院」として機能し続けることは、この地域

の安心そのものにつながると考えています。

一方で、公立病院を取り巻く経営環境は、診療報酬の抑制や物価・人件費の上昇などにより、非常に厳

しいものになっています。当院でも公立病院経営強化プランに基づき、診療体制の見直しや業務の効率化、

ＩＣＴの活用などに取り組みながら、持続可能な病院経営を目指しています。ただし、経営改革は単なる

経費節減ではなく、「限られた資源で最大限の医療を提供するための体制づくり」でなければなりません。

職員一人ひとりの働きやすさとやりがいを守りつつ、地域に必要な医療機能をしっかり維持することを大

切にしてまいります。

温泉地として知られる小浜の地で、私たちはこれからも「ぬくもりのある医療」を合言葉に、地域の皆

さまに寄り添う医療を続けていきたいと考えています。今後とも、当院へのご意見やご要望をぜひお寄せ

ください。地域の皆さまとともに歩み、成長する病院であり続けられるよう、職員一同、力を尽くしてま

いります。

結びに、皆さまのご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げるとともに、引き続き、公立小浜温泉病院へ

の温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。

院長 井手 孝

「ぬくもりのある医療」を合言葉に
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心リハ再開しました！

３月より循環器専門医が常勤となり、当院では入院・外来における心大血管疾患リハビリ

テーション（以下、心リハ）を本格的に再開しました。

心リハは、急性冠症候群や慢性心不全などの心疾患に対して、エビデンスに基づき構築され

た包括的二次プログラムです。医師、看護師、薬剤師、理学療法士、栄養士が多職種で連携し、

運動療法、心不全管理、薬物療法の最適化、栄養指導、生活習慣改善支援を体系的に行います。

国内外の大規模研究では、心リハの実施により心筋梗塞後の総死亡率の低下、慢性心不全患

者の再入院率の減少、運動耐容能・身体機能の改善、生活の質（ＱＯＬ）の向上が明確にされ

ています。特に心不全では、適切な運動療法と自己管理支援が予後改善に直結することが知ら

れています。

慢性心不全は高齢化に伴い増加が予測され、雲仙市・南島原市においても重要な地域医療課題

となっています。当院でも高齢患者の多くが心不全を抱えており、継続的な管理と再入院予防

が求められています。

当院の心リハを通じて、患者さんの再発を予防し、安定した心機能と生活を長期的に維持で

きるよう支援することを目指しています。地域の健康寿命延伸に寄与する医療として今後も多

職種で取り組んで参ります。

日本心臓リハビリテーション指導士 松浦 寛樹

循環器内科医師が着任したことにより、心臓リハビリテー
ションが再開しました。心カテについても、本格始動の
際は、本誌にてお知らせいたします。

ご案内 外来心臓リハビリテーション（集団）

実施日 ： 月曜日～金曜日

時 間 ： ９：００～１２：００ １3：３０～１７：００

※日程については、患者様と相談しながら実施しています。

令和８年２月から勤務させていただいております、循環器内科の大上泰生と申します。

平成４年に広島大学を卒業し、1年間各内科講座をローテーションした後、松江赤十字病院で心臓カテーテル

検査や治療などの虚血性心疾患を中心に研修し、以後は庄原赤十字病院、広島大学病院、ＪＡ尾道総合病院な

どで虚血性心疾患のみならず心不全や高血圧、不整脈など循環器領域全般の診療に携わってきました。直近で

は静岡県で、回復期リハビリ病院としては全国初の心大血管リハビリを立ち上げる事となり、３年間携わって

いました。しかし医師として急性期治療に対する初心が忘れられず、このたび縁あってこの公立小浜温泉病院

にお世話になることとなりました。

残念ながら一時循環器専門医が不在となり、循環器領域の治療が停滞していたこの病院に暖かく迎えていただ

き感謝しております。心臓カテーテル治療は若い野村先生に任せ、現在日本全体でもパンデミック状態と危惧

されている心不全の予防や治療、前職で取り組んでまいりました心大血管リハビリの再開、不整脈や高血圧の

治療などを中心に担当させていただきます。

さらに循環器領域に限らず、広く一般内科や総合医療を目指し、地域の方々の健康と生活の質の向上に微力な

がら貢献出来ればと考えております。医師としても人間としてもまだまだ未熟な点もありますが、この暖かい

温泉地で成長していきたいと思います。宜しくお願いします。

２０２６年４月より勤務させていただいております

循環器内科医師の野村 慶英（のむら よしひで）

と申します。

２０１２年鹿児島大学を卒業後、神奈川の病院で

１０年間循環器内科医師として勤務し２０２２年よ

り佐賀県の病院を経て、今回御縁があって公立小浜

温泉病院に赴任させていただくこととなりました。

これまで１５年にわたり循環器医療に携わってき

ましたが、専門分野としては狭心症、心筋梗塞を中

心としたカテーテル治療を行っております。心臓以

外にも聞きなじみがないかもしれませんが足の血管

がつまる閉塞性動脈硬化症といった疾患も対応して

おり、足の血管に対するカテーテル治療も行ってい

ます。

診療にあたっては、ご本人はもちろんのこと、

ご家族にも寄り添った医療を行っていきたいと考え

ております。まだご迷惑をおかけする部分が多くあ

るかと思いますが、高齢化の進む雲仙・島原地区の

医療に少しでも貢献できるようこれから日々力を尽

くしていきたいと思っています。

これからどうぞよろしくお願い申し上げます。

■資 格

日本内科学会認定内科医

日本循環器学会専門医

診療科：循環器内科
おおうえ やすお

大上 泰生 医師

診療科：循環器内科
のむら よしひで

野村 慶英 医師

■資 格

日本内科学会認定内科医

日本循環器学会専門医

日本心血管インターベンション治療学会専門医


